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(57)【要約】
【課題】　圧縮されたデータストリームに含まれる情報
に接続及び他の処理技術を加えることを目的とする。
【解決手段】　第一の情報ストリームを第二の情報スト
リームに接続するための方法及び装置であって、圧縮さ
れたデジタルデータを含む出力情報ストリームを生じる
。第一及び第二の情報ストリームは、共通のタイミング
基準を使用して同期され、情報ストリームデコーダの一
時的な不連続エラーが回避される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の情報ストリームを、出力情報ストリームを生じるように第二の情報ストリームに
接続する方法であって、前記第二の情報ストリーム及び前記出力情報ストリームは圧縮さ
れたデジタルデータを含むトランスポートストリームを含み、
　タイミング信号を発生させるステップと、
　前記タイミング信号を使用して前記第二の情報ストリームを回復するステップと、
　前記回復された第二の情報ストリームを出力に結合するステップと、
　前記タイミング信号を使用して前記第一の情報ストリームを生じるステップであって、
前記第二の情報ストリームの前記回復に対して前記第一の情報ストリームが同時に作られ
るステップと、
　前記第一の情報ストリームが作られるときに、前記回復された第一の情報ストリームを
前記出力に結合するステップと、を含み、更に、
　前記タイミング信号を使用して、少なくとも水平線同期信号及び垂直同期信号を得るス
テップと、
　画像信号を生じるために前記水平線及び垂直同期信号を使用してカメラを同期させるス
テップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記第一の情報ストリームが記憶媒体の中で記憶され、前記第一の情報ストリームを生
じるステップが、更に、
　リアルタイムの印（indicium）を所定の開始時間の印と比較するステップと、
　リアルタイムの前記印が前記所定の開始時間の印と一致したときに、前記第一の情報ス
トリームを生じるステップと、を含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第二の情報ストリームが受信機によって受信されて連続的に回復され、更に、
　リアルタイムの印を所定の停止時間の印と比較するステップと、
　リアルタイムの前記印が前記所定の停止時間の印と一致したときに、前記回復された第
二の情報ストリームを前記出力に結合するステップと、を含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記タイミング信号が、トランスポートビットストリームデータクロックを含む請求項
１記載の方法。
【請求項５】
　更に、前記第一の情報ストリームを生じるために前記タイミング信号を使用して前記画
像信号を符号化するステップを含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　出力情報ストリームを生じるために、第一の圧縮された情報ストリームを第二の圧縮さ
れた情報ストリームに接続する装置であって、
　タイミング信号を生じるためのタイミング発生器と、
　前記第２の圧縮された情報ストリームを含む信号を受信するための受信機と、
　前記タイミング信号を使用して、前記第二の圧縮された情報ストリームを前記受信信号
から回復するための、前記タイミング発生器及び前記受信機に結合されたデコーダと、
　前記第一の圧縮された情報ストリームを生じるために、前記タイミング発生器に結合さ
れた第一の圧縮された情報ストリームソースと、
　前記デコーダ及び前記第一の圧縮された情報ストリームソースに結合され、第一の動作
モードで、前記第一の圧縮された情報ストリームを出力に結合させ、第二の動作モードで
前記第二の圧縮された情報ストリームを前記出力に結合させるスイッチと、を含み、
　前記スイッチの前記第一の動作モード中に、前記サーバが、前記第一の圧縮された情報
ストリームを生じ、更に、
　前記タイミング信号を使用して、少なくとも水平線同期信号及び垂直同期信号を生じる
前記タイミング発生器に結合する同期信号発生器と、
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　前記同期信号発生器に結合し、前記水平線及び垂直同期信号を使用して画像信号を生じ
るカメラと、を含む装置。
【請求項７】
　リアルタイムの印のソースに結合されたコントローラを含み、
　リアルタイムの前記印が所定の開始時間に到達したことを示したとき、前記コントロー
ラは、前記スイッチが前記第一の動作モードに入るようにする請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記受信機が連続的に前記第二の情報ストリームを連続的に回復し、更に、
　リアルタイムの印のソースに結合するコントローラを含み、
　前記コントローラは、リアルタイムの前記印が所定の開始時間に到達したことを示した
ときに、前記スイッチを前記第一の動作モードに入るようにし、前記コントローラが、リ
アルタイムの前記印が所定の停止時間に到達したことを示したときに、前記スイッチを前
記第二の動作モードに入るようにする、請求項６記載の装置。
【請求項９】
　前記タイミング信号が、トランスポートビットストリームデータクロックを含む請求項
６記載の装置。
【請求項１０】
　更に、前記タイミング信号を使用して、前記第一の圧縮された情報信号を生じるために
前記画像信号を符号化する、前記カメラに結合されたエンコーダを含む請求項６記載の装
置。
【請求項１１】
　複数のＭＰＥＧビットストリームを多重送信する方法であって、前記複数のＭＰＥＧビ
ットストリームが、受信されたトランスポートストリーム及び記憶された要素ストリーム
を含み、
　タイミング基準ソースを使用して、トランスポートクロック信号を発生させるステップ
と、
　前記トランスポートクロック信号を使用して、前記受信されたトランスポートストリー
ムをマルチプレクサに結合させるステップと、を含み、
　第一の動作モードの中で、
　トランスポートストリームを生じるように、前記記憶された要素ストリームをトランス
ポートコード化するために、前記トランスポートクロック信号を使用するステップと、
　トランスポートストリームをマルチプレクサ出力に結合させるために、前記トランスポ
ートクロック信号を使用するステップと、を含み、
　第二の動作モードの中で、
　受信されたトランスポートストリームを前記マルチプレクサ出力に結合させるために、
前記トランスポートクロック信号を使用するステップを含み、更に、
　前記トランスポートクロック信号を使用して、少なくとも水平線同期信号及び垂直同期
信号を得るステップと、
　前記トランスポートストリームを生じるために前記水平線及び垂直同期信号を使用して
カメラを同期させるステップと、を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　米国政府は、契約番号No.70NANB5H1174に従って本発明に一定の権利を有する。
【０００２】
　本発明は、一般に通信システムに関し、より詳細には、複数の圧縮されたデータストリ
ームを同期させ、ストリーム選択及び他の操作を容易にする方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ローカル又は地域の支部（affiliate）ステーションに、国内ニュース及び他のプログ
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ラミングを提供する幾つかの主要なテレビジョンネットワークがある。これらの支部ステ
ーションは、人工衛星リンクを経た国内テレビシステム委負会（ＮＴＳＣ）ネットワーク
フィードを受けて、ローカルＮＴＳＣ同期又は「ジェンロック」信号にＮＴＳＣフィード
を同期させる。「ジェンロックする」という文言は、１つ以上の信号をスタジオタイミン
グ基準に同期させるプロセス、又は信号を生じる装置を指す。そのＮＴＳＣテレビジョン
信号は、映像の水平ラインを描写する同期パルスを含み、故に、映像フィールド及びＮＴ
ＳＣ信号内のフレーム位置の単純な計算ができるようになっている。このように、支部は
、例えば、ラインごとの、フィールドごとの、又はフレームごとのベースで映像及びオー
ディオ情報を整列させることができる。その支部ステーションは、次に、受信信号に容易
に広告又はローカルプログラミングを挿入（スプライスイン）してもよい。結果として生
じた接続信号は、ネットワークプログラミング及びローカルに挿入された素材を含み、例
えば、地球上のブロードキャストを通して次に送信される。
【０００４】
　幾つかの通信システムにおいて、送信されるデータは、圧縮され、利用できるバンド幅
がより有効に使用されるようになる。例えば、動画専門家グループ（ＭＰＥＧ）は、デジ
タルデータ転送システムに関して幾つかの標準を発布した。第一番目は、ＭＰＥＧ－１と
して知られるように、ＩＳＯ／ＩＥＣ規格１１１７２と言われている。第二番目は、ＭＰ
ＥＧ－２として知られるように、ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８と言われている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ネットワーク及び支部による、そのような圧縮されたデータの提案された使用は、幾つ
かの技術の挑戦を提起する。それは、ＭＰＥＧ－ベース映像及びオーディオ同期は、ＮＴ
ＳＣベースの同期のように簡単ではないからである。更に、支部ステーションは、支部ス
テーションによる転送に先立ち、ジェンロック又は接続するような操作（例えば、コマー
シャルをプログラムに加えこと）に、ＭＰＥＧデータストリームを従わせることができな
ければならない。
【０００６】
　上記の同期、接続、及び圧縮（例えばＭＰＥＧ）データストリームの他の操作の実行に
はかなりの費用が含まれる。それは、圧縮されたネットワークフィード又は他のストリー
ムが、ローカルなユーザへの伝送に先立ち、復号され、処理され、再符号化されなければ
ならないからである。費用に加えて、このアプローチも、ネットワークが送られた映像及
び音声の信号品質を低下させる。その理由は復号化及び符号化ステップは完全に損失がな
いというわけではないからである（即ち、少なくとも符号化プロセス中で、画像を表して
いるデータの部分は、無視又は切り捨てられる可能性がある）。
【０００７】
　故に、圧縮されたデータストリームに含まれる情報に接続及び他の処理技術を加えるた
めの、当該技術の中に経済的な方法及び装置の必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　圧縮された情報信号を処理する方法及び装置は、１つ以上の圧縮された情報処理装置に
複数の同期されたタイミング情報信号に提供するためのタイミングソースを含む。各々の
圧縮された情報信号の上で情報処理装置が同期態様で動作し、信号接続又は挿入操作を実
行するときにベースバンド又は基本の情報信号を比較することが必要ないようになってい
る。
【０００９】
　より詳細には、同期ソースが、共通の周波数ソースから得られる複数のタイミング信号
を提供するＨＤＴＶパススルーステーションを開示される。そのタイミング信号は、ＭＰ
ＥＧ準拠ネットワークフィード信号をＭＰＥＧ準拠生フィード信号及びストアフィード信
号に同期させるために使用され、３つのフィード信号の間の切換又は接続がトランスポー



(5) JP 2009-105902 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

トレベルで実行可能で、それによってベースバンド又は流線処理を避けるようになってい
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の教示内容は、添付の図面に関連して以下の詳細な説明を考慮することによって
容易に理解されるであろう。
【００１１】
　理解を容易にするために、可能なところでは、同一の参照符号を使用して図に共通する
同一の部材を示す。
【００１２】
　本発明を、高品位テレビジョン（ＨＤＴＶ）パススルーステーション（例えばネットワ
ーク支部ステーション）の状況で説明する。それは、映像及び音声情報ストリームを含む
ＭＰＥＧ準拠情報ストリームで実施可能である。本発明は、そのようなパススルーステー
ションの設計者に経済的な解決案を提供する。しかし、本明細書で説明される本発明の実
施形態は他の圧縮されたデータシステムために、変更されてもよいことに注意しなければ
ならない。例えば、信号切換、接続又は挿入操作を実行するときにベースバンド又は基本
の情報信号を比較することが必要ないように、同期態様で各々の圧縮された情報信号で動
作するための複数の情報処理装置に望ましい。
【００１３】
　ＭＰＥＧ規格は、ＭＰＥＧデータストリーム（例えば映像、音声、データ、など）のデ
コーダのタイミング及び同期問題について以下のように言及する。２７ＭＨｚの基準クロ
ックのサンプルは、トランスポートストリームパケットのプログラムクロック参照（ＰＣ
Ｒ）フィールドの中に送信される。トランスポートデコーダがＰＣＲフィールドの読みと
りを完了したと予想されると、ＰＣＲは時間を示す。この情報は、受信機の内でシステム
クロックに同期させるために、例えば高品位テレビジョン受信機といった遠端デコーダに
よって使用されてもよい。即ち、遠端デコーダで流れるローカルクロックフェーズは、Ｐ
ＣＲが得られる瞬間に、ビットストリームでＰＣＲ値と比較され、データストリームの正
確な復号化及び解凍を確保するために復号プロセスが同期されるかどうかを決定する。一
般に、トランスポートストリームからのＰＣＲは、直接にデコーダのシステムクロックの
フェーズを変えず、クロック速度を調整するための入力として機能するだけである。
【００１４】
　図１は、本発明従ったＨＤＴＶパススルーステーション１００のブロック図である。パ
ススルーステーション１００は、テレビジョンネットワーク（即ちネットワークフィード
）から、圧縮された情報信号を受け取り、又は広告又はローカルプログラミングを、受信
された信号に挿入又は「接続する」。ネットワークプログラミング及びローカルに挿入さ
れた素材を含む、結果的に接続された信号は、次に、地球上のブロードキャストを通して
端末ユーザ、例えば、新型テレビジョンシステム委貞会（ＡＴＳＣ）受信機又はＨＤＴＶ
受信機に送信される。
【００１５】
　詳細には、スタジオタイミングソース２００は、２７ＭＨｚシステムクロックＳＹＳＣ
ＬＯＣＫ、８．０７ＭＨｚトランスポートデータクロックＴＤＡＴＣＬＯＣＫ及び３つの
映像同期信号、水平Ｈ同期信号、垂直Ｖ形同期信号及び合成のＣＳＹＮＣ同期信号を提供
する。そのスタジオタイミングソース２００は、他のクロック及び同期信号（例えば幾ら
かの装置製造業者によって支持される１９．９３ＭＨｚ又は２．４ＭＨｚクロック）を提
供するために使用されてもよい。これらのクロックの全て及び同期信号が、図２に関して
下で記載されるのように、タイミングソース２００内の共通の参照周波数ソース（例えば
２７ＭＨｚ）にロックされることは重要である。
【００１６】
　ＭＰＥＧ準拠情報ストリームを含むネットワークフィード信号Ｓ１は、人工衛星１２３
によって送信されて、アンテナ１２５によって受け取られて及び人工衛星信号復調器１３
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０によって復調される。復調されたネットワークフィード信号Ｓ３は、例えば、ネットワ
ークトランスミッタ（図示せず）で１つ以上の既知の誤り訂正又は他の符号化体系（例え
ばランダム化(randomization)、リード－ソロモン（Reed-Solomon）、トレリスエンコー
ディング（Trellis encoding）など）を使用して符号化されたＭＰＥＧ準拠トランスポー
トストリームを含む。復調されたネットワークフィード信号Ｓ３及びクロック信号ＴＤＡ
ＴＣＬＯＣＫは、受信機インタフェース１３５に結合される。受信機インタフェース１３
５は、トランスポートデータクロックＴＤＡＴＣＬＯＣＫを利用し、復調されたネットワ
ークフィード信号Ｓ３から、ＭＰＥＧトランスポートストリームＳ４を抽出する。受信機
インタフェース１３５は、安定なスタジオタイミング基準に、例としてＴＤＡＴＣＬＯＣ
Ｋに同期された、例えば小さいファーストイン、ファーストアウト（ＦＩＦＯ）メモリを
含んでもよい。この構成により、人工衛星フィードは、スタジオ基準に同期させられるこ
とができるようになる。
【００１７】
　抽出されたＭＰＥＧトランスポートストリームＳ４は、（ローカルに挿入されたプログ
ラム素材も又はコマーシャルと共に）パススルーステーションによって再送信されるプロ
グラミングストリームを含む。抽出されたＭＰＥＧトランスポートストリームＳ４は、プ
ログラムクロック基準（ＰＣＲ）を含むそれは、タイミングソース２００中の共通の基準
周波数ソースから最終的に得られた。このように、ネットワークフィードを表す抽出され
たＭＰＥＧトランスポートストリームＳ４は、スタジオタイミングソース２００へのトラ
ンスポートレベルに同期される。
【００１８】
　カメラ１０５は、レンズ１０５Ｌを通して「生」画像情報（例えば生ニュース番組）を
受け取る。そのカメラも、両像情報をフォーマットするために使用される水平Ｈ及び垂直
Ｖ形同期信号を受け取り、同期された画像信号Ｓ５を生じる。映像エンコーダ１１０は、
同期させられた画像信号Ｓ５及びクロック信号ＳＹＳＣＬＯＣＫを受け取り、映像要素ス
トリームＳ６Ｌを生じる。テープ機械１０７は、例えば、カメラ１０５によって生じた記
録画像を含むテープを再生するために使用される。そのテープ機械１０７は、出力要素ス
トリームＳ６Ｔを同期させるために、合成の同期信号ＣＳＹＮＣを受け取る。トランスポ
ートエンコーダ１２５は、２つの映像要素ストリームＳ６Ｌ、Ｓ６Ｔ及びクロック信号Ｓ
ＹＳＣＬＯＣＫを受け取り、符号化するために、映像要素ストリームＳ６Ｌ（Ｓ６Ｔ）の
１つを選択し、ＭＰＥＧ準拠「生フィード」トランスポートストリームＳ７を生じる。動
いているフィードストリームＳ７が、いかなる映像フォーマット（例えばインタレースさ
れる１１２５ライン３０ヘルツ、他のＨＤＴＶ、ＮＴＳＣなど）でもあってもよい。トラ
ンスポートエンコーダ１１５がクロック信号ＳＹＳＣＬＯＣＫを利用するので、結果とし
て生じる「生フィード」トランスポートストリームＳ７のタイミング情報（即ちＰＣＲ）
は、スタジオタイミングソース２００へのトランスポートレベルで同期させられる。
【００１９】
　プレー・ツー・エア（再生・放送）（play-to-air）サーバ１４０（例えば映像ディス
ク、テープマシン又は他の記憶装置）は、広告及び／又はローカルなプログラミングをス
トアする。広告及び／又は局所プログラム情報は、パケット化要素映像及び音声情報の要
素としてストアされる。そのプレー・ツー・エアサーバ１４０は、クロック信号ＴＤＡＴ
ＣＬＯＣＫを受け取り、コントローラ１２５からの制御信号ＰＬＡＹに答えて、ＭＰＥＧ
準拠「フィードストア（stored
feed）」トランスポートストリームＳ８を生じる。プレー・ツー・エアサーバ１４０がク
ロック信号ＴＤＡＴＣＬＯＣＫを利用するので、結果として生じる「ストアされたフィー
ド」トランスポートストリームＳ８のタイミング情報（即ちＰＣＲ）は運搬レベルでスタ
ジオタイミングソース２００に同期させられる。プレー・ツー・エアスイッチャ（即ちス
プライサ）１２０は、スタジオフィードＳ４、生フィードＳ７及びストアフィードＳ８を
表すＭＰＥＧトランスポートストリームを受け取る。上述したように、これらの３ストリ
ームＳ４、Ｓ７、Ｓ８は、共通の周波数ソースから得られるクロック信号を使用してトラ
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ンスポート及び符号化される。そのプレー・ツー・エアスイッチャは、コントローラ１２
５から制御信号ＣＯＮＴに応答して、後続の記憶及び放送のためにストリームＳ４、Ｓ７
、Ｓ８の１つのＳ９を選択する。このようなトランスポートストリームの選択だけが可能
であることに注意することは重要である。利用できるトランスポートストリームＳ４、Ｓ
７、Ｓ８が、スタジオ基準クロックに既に同期又は、「ジェンロックされ」ているからで
ある。各々のストリームＳ４、Ｓ７、Ｓ８のＰＣＲタイムスタンプが時間的に整列される
ことを意味する。
【００２０】
　オフエア（off-air）記録サーバ１５０は、選択されたストリームＳ９及びクロック信
号ＴＤＡＴＣＬＯＣＫを受け取る。その記録サーバ１５０は、クロック信号ＴＤＡＴＣＬ
ＯＣＫを利用するトランスポートストリームデコーダ（図示せず）を含み、デジタル記憶
媒体の記憶のためのパケット化要素ストリームレベルに選択されたストリームＳ９を復号
する。残留側波帯（ＶＳＢ）トランスミッタ１５５も、選択されたストリームＳ９及びク
ロック信号ＴＤＡＴＣＬＯＣＫを受け取る。そのＶＳＢトランスミッタ１５５は、例えば
、データランダム化、リード－ソロモンエンコーデイング、インタリービング（interlea
ving）及びトレリスエンコーディングを使用して選択されたストリームＳ９を符号化する
。符号化された信号は、既知のＶＳＢ変調技術を使用して次に調整され、ＨＤＴＶトラン
スミッタ１６０による放送用にＶＳＢ変調信号Ｓ１０を作る。オフエア記録サーバ１５０
及びＶＳＢトランスミッタ１５５はクロック信号ＴＤＡＴＣＬＯＣＫを利用するので、記
録された及び放送信号の中に含まれるタイミング情報は、同期させられる。
【００２１】
　パススルーステーション１００も、ＨＤＴＶからＮＴＳＣへの変換器１６５を含み、選
択されたストリームＳ９をＮＴＳＣ信号Ｓ１１にスキャン変換する。ＮＴＳＣトランスミ
ッタは、既知の技術を使用してＮＴＳＣ信号Ｓ１１を変調し、ＮＴＳＣトランスミッタ１
７５による放送用にＮＴＳＣ変調信号Ｓ１２を生じる。そのＮＴＳＣ変調信号Ｓ１２及び
ＶＳＢ変調信号Ｓ１０は、同時に放送される。同時に起こる放送は、連邦通信委屓会（Ｆ
ＣＣ）（無線周波スペクトルに対して確実な米国政府規定機関）によって委任されたＮＴ
ＳＣからＨＤＴＶへの移行期間中だけに必要とされる。
【００２２】
　図１のパススルーステーション１００で、プレー・ツー・エアスイッチャ１２０は、後
続の記憶及び放送用に、３つの利用できるストリームＳ４、Ｓ７（Ｓ８）のうちの１つの
信号ストリームＳ９として選択する。例えば、ネットワークフィードストリームＳ４は、
２０分テレビ番組を含んでもよく、それは、３０分以上の所定の幾つかの部分で送信され
る。その非プログラム部分（即ち残りの１０分）は、ローカルな支部がコマーシャル又は
他情報を挿入してもよい３０分のうちの部分である。３０分の期間のプログラム部分中に
、ネットワークフィードＳ４は、選択されたストリームＳ９としてトランスミッタに結合
される。３０分の期間の非プログラム部分中に、記憶フィードＳ８又は生フィードＳ７は
、選択されたストリームＳ９としてトランスミッタに結合してもよい。コントローラ１２
５は、システムクロック信号ＳＹＳＣＬＯＣＫを受け取り、切り換える適切な時間を決定
し、制御信号ＣＯＮＴを通して、スイッチャ１２０が所望のストリームを選択するように
する。
【００２３】
　コントローラ１２５は、選択的にモニタ信号ＭＯＮを受け取り、それによってコントロ
ーラ１２５は、スイッチャ１２０で受け取られるデータストリームをモニタすることがで
きるようになる。例えばコントローラは、ネットワークフィード信号Ｓ４のフオーマット
を決定するために使用されてもよく、決定されたフォーマットは指示的信号ＦＯＲＭＡＴ
を個々に提供する。フォーマット指示的信号ＦＯＲＭＡＴは、例えば同期発生装置装置に
よって使用されてもよく、それは、更に詳細に図２に関して説明する。
【００２４】
　選択されたストリームＳ９が、実質的に、例えば、ネットワークフィードストリームＳ
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４及び記憶フィードストリームＳ８の部分を含む、多重トランスポートストリームである
ことに注意することは重要である。記憶されたＳ８ストリーム及びネツトワークＳ４のタ
イムスタンプが同期されない場合、多重化されたストリームＳ９は受信機で適切に復号さ
れない。誤った復号化は、ストリームにおける切換点でタイミング不連続を生じ、それに
よって、デコーダが、例えば、ネットワークフィードＳ４の中で含まれるＰＣＲデータか
ら、記憶されたフィードＳ８の中で含まれるＰＣＲデータに回転する（slew）デコーダ内
でタイミング回路として幾つかのフレームを不適当に提供する可能性がある。幾らかのデ
コーダは、このタイミングエラーを感知し、デコーダタイミング回路が調整するまで単に
「ブランク」出力信号生じる。この状態は、望ましくない。
【００２５】
　図１のパススルーステーション１００で、上記の不連続エラーは、切り換える前に、３
つのストリームＳ４、Ｓ７（Ｓ８）を共通の周波数ソースに「ジェンロックする」ことに
よって避けられる。この「ジェンロックする」こと又は同期は切換操作の後でさえ、異な
るソースによって生じた複数のストリームを結合するトランスポートデコーダの中で、選
択されたストリームＳ９が適切に復号されるであろう（即ち、不連続なしで）ことを意味
する。更に、切換操作は、大いに単純化される。それは、切換のためのメインの判定基準
が、コマーシャルを挿入するための単に「ウォールクロック」時間であるからである。
【００２６】
　図１の構成によって、人工衛星フィードが、スタジオ基準に同期させられることができ
るようになる。従来技術構成では、人工衛星フィードが、要素ストリーム又はベースバン
ド信号に復号されること、タイムベースが修正されて、スイッチャに多数のタイムベース
補正ベースバンド信号と共に結合されることが必要であった。選択された信号は、次に再
符号化されて送信される。このプロセスは、厄介で、高価で及び選択された映像又は音声
信号の品質を低下させる傾向があった。本発明は、この問題を避けるものである。
【００２７】
　図２は、図１のパススルーステーションに好適なスタジオタイミングソース２００のブ
ロック図を示す。タイミングソース２００は第一の緩衝されたスプリッタ２２０に結合す
る出力を有する安定な基準周波数ソース２１０（例えば２７のＭＨｚソース）を含む。緩
衝されたスプリッタは、ソースから２７ＭＨｚの信号を受け取り、各々の出力で複数の緩
衝された２７ＭＨｚの信号を提供する。緩衝された幾つかの２７ＭＨｚの出力信号（例と
して２）はＳＹＳＣＬＯＣＫ信号としてタイミングソース出力に結合されている。２７Ｍ
Ｈｚのクロック周波数は、ＭＰＥＧシステムに対する標準システムクロック周波数である
。もちろん、非ＭＰＥＧシステムにおいて、基準クロック周波数は、２７ＭＨｚ以外であ
ってもよい。
【００２８】
　緩衝された２７ＭＨｚの出力信号のうちの１つは、例として、８．０７ＭＨｚの出力信
号を生じる位相同期ループ（ＰＬＬ）タイプの、周波数コンバータ２３０に結合する。８
．０７ＭＨｚの出力信号は、第二のバッファスプリッタ２４０によって緩衝される。緩衝
された幾つかの８．０７ＭＨｚの出力信号（例として２）は、タイミングソース出力にＴ
ＤＡＴＣＬＯＣＫ信号として結合される。８．０７ＭＨｚのクロック周波数は、１つの装
置から他に（例えば、１のサーバから他に、又はトランスポートエンコーダからスプライ
サに）、トランスポートパケットを伝達するために使用される標準クロック周波数である
。
【００２９】
　緩衝された２７ＭＨｚの出力信号のうちの１つは、周波数変換器２５０（例として、７
４．２５ＭＨｚの出力信号を生じる相同期ループ（ＰＬＬ）タイプ）に結合する。７４．
２５ＭＨｚの出力信号は、第３のバッファスプリッタ２６０によって緩衝される。緩衝さ
れた７４．２５ＭＨｚの信号は、ＨＤＴＶ水平線Ｈ、垂直線Ｖ及びより合成の同期ＣＳＹ
ＮＣ信号を発生させ、これらの信号をタイミングソース出力に結合させる同期発生器２７
０に結合される。その同期信号Ｈ、Ｖ、ＣＳＹＮＣは、緩衝された７４．２５ＭＨｚの信
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号（即ちピクセルクロック信号）をカウントダウンすることによって発生させられる。そ
の同期信号Ｈ、Ｖ、ＣＳＹＮＣは、例えば、ＨＤＴＶカメラ又はテープマシンによる使用
に好適である。
【００３０】
　７４．２５ＭＨｚのピクセルクロックを使用することによって、タイミングソース２０
０の同期発生器２７０は、１１２５のライン、３０ＨｚインタレースされたＨＤＴＶフォ
ーマットために適切な同期信号Ｈ、Ｖ、ＣＳＹＮＣを生じることに注意しれなければなら
ない。他のＨＤＴＶフォーマット又は従来のテレビフォーマット同期信号は、周波数変換
器２５０の出力周波数を変えることによって発生されるであろう。この変化は、周波数コ
ンバータ２５０が、出力信号周波数を変えるようにする信号ＦＯＲＭＡＴに応答して作ら
れてもよい。この信号は、例えば図１のパススルーステーション１００コントローラ２２
５によって提供されてもよい。
【００３１】
　本発明は、映像及び音声情報ストリームを含むＭＰＥＧ準拠情報ストリームで動作可能
な、高品位テレビジョン（ＨＤＴＶ）パススルーステーション（例えばネットワーク支部
ステーション）の状況で説明された。本発明は、そのようなパススルーステーションの設
計者に経済的な解決案を提供する。例えば、共通の周波数ソースは、そのようなステーシ
ョンで要求される全てのタイミング信号を得るために使用される。更に、この共通の周波
数ソースの使用が、ネットワークフィードの「ジェンロック」又は同期がＭＰＥＧ準拠プ
ログラミング、サーバにストアされたＭＰＥＧ準拠コマーシャル及びネットワークフィー
ドに後続の放送コマーシャルを挿入するためのコマーシャルインサータを運ぶことができ
るようにする。このように、タイミング不連続は回避でき、故にステーションは、放送に
先立ち、結合された信号をリタイムする必要性がない。また、一緒に全ての出力クロック
をロックすることによって上記のジェンロック構成は、装置の１片から他（例えば、サー
バからＶＳＢ変調器へのスプライサまで）に結合される信号中のジッタの蓄積を有利に防
ぐ。更に、ジェンロック構成により、ＨＤＴＶカメラ又はテープマシンの同期及び制御、
ネットワークフィードへの生又はテープに記録された情報の挿入ができるようになる。
【００３２】
　しかし、本明細書で説明した本発明の実施形態が他の圧縮されたデータシステムの使用
に変更されてもよいことに注意しなければならない。例えば、信号接続又は挿入操作を実
行するときに、ベースバンド又は要素情報信号を比較することが必要でなくなるように、
各々の圧縮された情報信号を同期態様で動作する複数の情報処理装置に対して望ましい。
【００３３】
　本発明の教示内容を組み込んだ種々の実施形態を示し且つ詳細に本明細書で説明したが
、当業者は容易にこれらの教示内容をなおも組み込んだ多くの他の様々な実施形態を工夫
することができる。
【００３４】
　例えば、本発明は以下のように表される。
１．　第一の情報ストリームを、出力情報ストリームを生じるように第二の情報ストリー
ムに接続する方法であって、前記第二の情報ストリーム及び前記出力情報ストリームは圧
縮されたデジタルデータを含むトランスポートストリームを含み、
　タイミング信号を発生させるステップと、
　前記タイミング信号を使用して前記第二の情報ストリームを回復するステップと、
　前記回復された第二の情報ストリームを出力に結合するステップと、
　前記タイミング信号を使用して前記第一の情報ストリームを生じるステップであって、
前記第二の情報ストリームの前記回復に対して前記第一の情報ストリームが同時に作られ
るステップと、
　前記第一の情報ストリームが作られるときに、前記回復された第一の情報ストリームを
前記出力に結合するステップと、を含む方法。
２．　前記第一の情報ストリームが記憶媒体の中で記憶され、前記第一の情報ストリーム
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を生じるステップが、更に、
　リアルタイムの印（indicium）を所定の開始時間の印と比較するステップと、
　リアルタイムの前記印が前記所定の開始時間の印と一致したときに、前記第一の情報ス
トリームを生じるステップと、を含む上記１の方法。
３．　前記第二の情報ストリームが受信機によって受信されて連続的に回復され、更に、
　リアルタイムの印を所定の停止時間の印と比較するステップと、
　リアルタイムの前記印が前記所定の停止時間の印と一致したときに、前記回復された第
二の情報ストリームを前記出力に結合するステップと、を含む上記１の方法。
４．　前記タイミング情報信号が、トランスポートビットストリームデータクロックを含
む上記１の方法。
５．　前記タイミング情報信号を使用して、少なくとも水平線同期信号及び垂直同期信号
を得るステップと、
　画像信号を生じるために前記水平線及び垂直同期信号を使用してカメラ同期させるステ
ップと、
　前記第一の情報ストリームを生じるために前記タイミング情報信号を使用して前記画像
信号を符号化するステップと、を含む上記１の方法。
６．　出力情報ストリームを生じるために、第一の圧縮された情報ストリームを第二の圧
縮された情報ストリームに接続する装置であって、
　タイミング信号を生じるためのタイミング発生器と、
　前記第２の圧縮された情報ストリームを含む信号を受信するための受信機と、
　前記タイミング信号を使用して、前記第二の圧縮された情報ストリームを前記受信信号
から回復するための、前記タイミング発生器及び前記受信機に結合されたデコーダと、
　前記第一の圧縮された情報ストリームを生じるために、前記タイミング発生器に結合さ
れた第一の圧縮された情報ストリームソースと、
　前記デコーダ及び前記第一の圧縮された情報ストリームソースに結合され、第一の動作
モードで、前記第一の圧縮された情報ストリームを出力に結合させ、第二の動作モードで
前記第二の圧縮された情報ストリームを前記出力に結合させるスイッチと、を含み、
　前記スイッチの前記第一の動作モード中に、前記サーバが、前記第一の圧縮された情報
ストリームを生じる装置。
７．　リアルタイムの印のソースに結合されたコントローラを含み、
　リアルタイムの前記印が所定の開始時間に到達したことを示したとき、前記コントロー
ラは、前記スイッチが前記第一の動作モードに入るようにする上記６の装置。
８．　前記受信機が連続的に前記第二の情報ストリームを連続的に回復し、更に、
　リアルタイムの印のソースに結合するコントローラを含み、
　前記コントローラは、リアルタイムの前記印が所定の開始時間に到達したことを示した
ときに、前記スイッチを前記第一の動作モードに入るようにし、前記コントローラが、リ
アルタイムの前記印が所定の停止時間に到達したことを示したときに、前記スイッチを前
記第二の動作モードに入るようにする、上記６の装置。
９．　前記タイミング信号が、トランスポートビットストリームデータクロックを含む上
記６の装置。
１０．　前記タイミング信号を使用して、少なくとも水平線同期信号及び垂直同期信号を
生じる前記タイミング発生器に結合する同期信号発生器と、
　前記同期信号発生器に結合し、前記水平線及び垂直同期信号を使用して画像信号を生じ
るカメラと、
　前記タイミング信号を使用して、前記第一の圧縮された情報信号を生じるために前記画
像信号を符号化する、前記カメラに結合されたエンコーダと、を含む上記６の装置。
１１．　複数のＭＰＥＧビットストリームを多重送信する方法であって、前記複数のＭＰ
ＥＧビットストリームが、受信されたトランスポートストリーム及び記憶された要素スト
リームを含み、
　タイミング基準ソースを使用して、トランスポートクロック信号を発生させるステップ
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と、
　前記トランスポートクロック信号を使用して、前記受信されたトランスポートストリー
ムをマルチプレクサに結合させるステップと、を含み、
　第一の動作モードの中で、
　トランスポートストリームを生じるように、前記記憶された要素ストリームをトランス
ポートコード化するために、前記トランスポートクロック信号を使用するステップと、
　トランスポートストリームをマルチプレクサ出力に結合させるために、前記トランスポ
ートクロック信号を使用するステップと、を含み、
　第二の動作モードの中で、
　受信されたトランスポートストリームを前記マルチプレクサ出力に結合させるために、
前記トランスポートクロック信号を使用するステップを含む方法。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】発明に従った高品位テレビジョン（ＨＤＴＶ）パススルーステーションのブロッ
ク図である。
【図２】図１のパススルーステーションための、好適なスタジオタイミングソースのブロ
ック図を示す。

【図１】 【図２】
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